
地 域 再 生 計 画 
 
１ 地域再生計画の名称 
 
   黒木町「環境共生の里づくり」再生計画 
 
２ 地域再生計画の作成主体の名称 
    
   福岡県八女郡黒木町、福岡県 
 
３ 地域再生計画の区域 
 
   福岡県八女郡黒木町の全域 
 
４．地域再生計画の目標 

  本町は、福岡県の東南部にあって東は矢部村を経て大分県に通じ、南は熊本県と境し、

西は立花町、八女市と隣接し、北は高牟礼山地を境として星野村、上陽町に接している。 

 総面積は１３５．４９ｋ㎡と県内町村で第一の広範な面積を有しているが、その内６７．

６％は山林におおわれており平坦地は少ない。本町の基幹産業である農林業は、恵まれた

自然条件を活かして適地適産を行っており、八女茶や巨峰ぶどう、いちご等市場でも評価

の高い良質な農林産物が生産されているものの、中山間地特有の狭小な棚田段畑は、規模

拡大等経営の合理化を阻害し、担い手不足や高齢化が深刻な問題となっている。また、近

年、浄化槽等の排水施設や道路の整備により生活環境は改善されつつあるが、若年層を中

心に都市部への流出が依然として続いており、平成１６年度では高齢化率は３０％を超え、

出生数も減少している。昭和３５年には２３，０３７人であった人口は、平成１２年には

１４，６８５人へと３６％減少している。 

この間、町では基幹産業である農林業の一層の振興と、大規模年金保養基地「グリーン

ピア八女」の誘致を柱とする観光、レジャー施設の整備及び各種イベントの開催による来

訪者との交流、町営住宅の整備による定住化を促進するなど町の活性化を図ってきたとこ

ろである。 

しかし、グリーンピア八女は昭和６１年オープン当初１９万人を超えた利用客があった

が、現在では約６５％まで減少している。また、国がグリーンピア事業から撤退し、グリ

ーンピア八女が国から黒木町に移管されたことから、今後、黒木町の施設として意義ある



ものとなり、町の活性化、過疎地域からの脱却を目指して、新たな交流拠点施設として整

備・活用することが急務となっている。今後、利用者を取り戻し、活力ある地域を再生す

るために、黒木町では「グリーンピア八女」を黒木町ふれあい交流拠点施設として活用し、

地域と一体となった各種体験・交流事業を展開することとしている。 

一方、福岡県は、設立（昭和６０年）以来２０年間にわたり、グリーンピア八女の運営

に携わっており、黒木町がグリーンピア八女を取得するに当たっても、敷地に隣接する福

岡県有地の減額譲渡や、施設内にある県有財産の「明治の館」、「休憩所」等施設の無償

譲渡など様々な支援を行ってきた。今後も、この大規模な施設について、黒木町の町域を

越えた広域的な活用が図られるためには２５８ヘクタールに及ぶグリーンピア八女の広

大な敷地とその周辺地域の環境を保全・整備していくことが必要であると考え、グリーン

ピア八女周辺を流れる矢部川流域の山林保全について協議する矢部川流域サミットに対

し県単独補助金を交付するなどの積極的な支援を行うこととしている。 

このような取り組みをさらに推進するために、黒木町内の元笠原東小学校の廃校を利用

した里山保全や農林業の体験等によるグリーンツーリズムを実施し、黒木町の観光・町づ

くりなどの情報はもちろんのこと、近隣市町村の情報を含めた情報発信基地として活用し

ていく。これにより、都市住民と地域住民との交流が生まれ、地域の活性化が図られる。 

（目標）グリーンツーリズムや環境学習により観光客の確保 

（観光客年間１６万人） 

５ 目標を達成するために行う事業 

（５－１）全体の概要 

グリーンピア八女を地域住民の癒しの場とする一方で、グリーンピア八女を舞台とし

て地域の資源を活用した産業化（自然、地域文化、農林業、食・工芸等をビジネス化す

ること）に努める。その結果、都市住民は、この地域の資源（魅力）にたやすく触れる

グリーンピア八女　入込者数推計
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笠原東小学校在籍児童数の推移
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ことができるようになり、その触合いがもたらす癒しを求めてグリーンピア八女への来

場が促進される。地域住民には、ビジネスとしてのメリットが生まれ、都市住民にとっ

ては魅力ある地域の住民との交流というメリットが発生する。 

このような中で、町立笠原東小学校

（平成１６年３月に統合により廃校）

の廃校舎等を活用し、グリーンピア八女

を中心に行われるグリーンツーリズム

活動のサテライトとすることで、国際交

流、都市と農山村の交流を図り、棚田や

山林といった豊かな里山環境を保全す

ることで地域に活力が漲る。また、九州大学の学外拠点としても利用し、「環境共生型」

ライフスタイルの普及啓発の情報発信基地として活動することにより観光客の確保を図

る。 

このように、グリーンピア八女を魅力あるふれあい交流拠点施設として充実させ、町

の情報発信基地として更なる活用を図るとともに、廃校舎を活用し、環境と共生するグ

リーンツーリズムを推進して、都市住民との交流で地域の活性化、地域再生を町として

推進する。 

 

（５－２）法第４章の特別の措置を適用して行う事業 

A０８０１ 補助金で整備された公立学校の廃校校舎等の転用の弾力化 

 町立笠原東小学校は、昭和２８年に分校から独立して開校されて以来、地区の学校教

育施設として整備されつつ、昭和６３年には文部科学省の公立学校施設整備費補助金を

受け、校舎の増改築を行い、平成１２年には木造鋼板葺屋内運動場が新築された。その

後、同校は、人口の減少とともに少子高齢化の影響を受け生徒数が減少したことにより

適正規模での教育ができなくなったため、平成１６年３月に統合により廃校となった。

この廃校舎等の有効活用について、町、地域住民、九州大学と協議を行った結果、

町立笠原東小学校を、町が管理する体験交流施設として転用し、都市住民と農山村住

民が一体となって農業体験等を行うグリーンツーリズム活動のサテライトとして活用し、

地元が主体となり都市住民との交流事業を展開していくことで、地域の活性化を図るこ



ととしたい。 

 わが国では、里山や棚田、歴史的な集落・町並みなど豊かな自然環境や文化遺産

に恵まれた農山村が過疎に直面する一方、人口が過密する都市では、自然や地域文

化に触れることもなく育つ子供、化石燃料への依存が招く地球温暖化、食糧危機な

どの問題が発生している。黒木町では、２０世紀の石油に代わる２１世紀のグロー

バルフオース（世界を変える力）になると言われる市民参加型のツーリズム（観光・

体験・交流）という現象の本質に迫り、自然環境と文化遺産のワイズユース（持続

的活用）による都市と農山村の新たな交流、そしてそれらが導く美しく持続的な循

環型共生社会の構築を行う「環境共生の里づくり」に取り組んでおり、景観作物の

栽培などの有機的な食料生産、里山林及び棚田の保全と地域生活との共存を図って

いる。さらに、今回、廃校舎をグリーンツーリズム活動のサテライトに転用し、具

体的には、廃校舎に寝泊りし、地元の名人といっしょに八女茶発祥の地での茶摘み、

棚田での稲刈り掛け干し、杉林の間伐枝打ち、伝統的な石積みでの棚田の修復など

の体験交流事業を行うなど、都市住民と農村住民が一体となったグリーンツーリズ

ム活動を実現する。 

又、同施設は、九州大学が学外研修拠点としての利用及び環境共生型ライフスタイ

ルの普及、啓発のパイロットモデルとして利用する予定である。学生を対象とする

学外ゼミ等だけでなく、笠原地区の住民や黒木町民はもとより、福岡県内の人々を

も対象とするセミナー、公開講座等の会場とする。更に、山村の環境を守るグループ

「山村塾」を中心とした「国際里山・田園保全ワーキングホリデーin福岡」を同施設に

おいて開催し、国際交流を行うとともに都市住民と農山村住民が一体となり、棚田や山

林といった豊かな里山環境を保全し、市民参加型のツーリズムを実施する。 

このように、グリーンツーリズムを効率的に実施するにあたり、廃校舎等の利用が必要

である。 

 ① 校   舎  木造瓦葺き２階建 ８１０ ㎡（昭和２８年建築 ５２年経過） 

          （ うち昭和６３年度増改築部分 ２４９㎡ １７年経過 ） 

② 屋内運動場  木造鋼板葺平屋建 ５００ ㎡（平成１１年度建築 ５年経過） 

 

（５－３）その他の事業 



グリーンピア八女の経営状況については、近年売上げは減少しているものの、4億円

台で推移し黒字基調で経営がなされている。今後、運営の見直しにより、材料の地元調

達、営繕関係での地元業者への発注など直接の経済効果も尚一層期待され、グリーンピ

ア八女の存続は、立地企業の少ない黒木町にとって重要な問題である。また、地域と一

体となって黒木ふるさと市場を開設し、地元産の消費と各種体験・交流事業のコーデイ

ネイトを展開することにより、都市住民と地域住民との交流が生まれ、地域の活性化が

図られることも期待される。しかし、その前提には、グリーンピア八女が経営的に安定

していることが絶対条件となる。いかにメリットの大きな施設であったとしても、多く

の財政的負担を町に強いるようであっては、現在の経済環境下、その存在は厳しいもの

がある。 

そこで、グリーンピア八女の管理運営体制を「指定管理者制度」を導入し、民間事業

者が有する専門的な手法を活用することにより管理経費が節減でき、その結果、利用料

の低料金化が図られ、また、より多くの利用者を確保しようとする民間事業者の発想を

取り入れることで、サービスの向上が図られ利用者の満足度も高まることが期待される。

また、この施設は、黒木のフジ・八女茶発祥の地など地域の観光や、茶・イチゴ・ぶど

うなど地域の物産等の情報を発信する機能を持つと同時に、都市住民と地域住民の交流

の場となることを目指す。交流をつうじて地域住民は都市住民のニーズをより的確に把

握することが可能となり、その結果、地元産品の消費拡大が図られる。地元産品の消費

拡大は地域にあらたな雇用を創出し、地域の活性化にも寄与する。また、今後、ニーズ

に対応した施設整備改修を次のとおり計画し充実を図る。 

① 多目的運動広場改修工事 

② コテージ改修工事 

③ 駐車場新設工事 

④ 芝生広場整備工事 

⑤ 温泉施設新設工事 

⑥ 産直物産館新設工事 

福岡県は、平成１７年度の重点事業として県と筑後地域の市町村が実施する筑後フェ

スティバルの地域イベントを黒木町と協働で同町において開催し、黒木町の特産品であ

るお茶をテーマとしたイベントを通じて、福岡都市圏を中心とした都市との交流を図る。 



  

６ 計画期間 
 
   平成１７年度 ～ 平成２１年度 

 

７ 目標の達成状況に係る評価に関する事項 

４に示す地域再生計画の目標については、計画の作成主体が計画終了後に必要な調査

を行い状況を把握・公表する。 

 

８ 地域再生計画の実施に関し当該地方公共団体が必要と認める事項 

   該当なし 


